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　2026 年 6 月 13 日（土）～ 14 日（日）に，第 44 回日本顎咬合学会学術大会・総会が東京
国際フォーラムで開催されます．本大会のテーマは，「歯科臨床の羅針盤　－顎咬合学－」と致
しました．歯科臨床の水先案内人として皆様に顎咬合学の原点に触れて頂きたく，鋭意準備を進
めております．
　特別講演第 1 部で招聘する Jonathan H Do 先生はアメリカ歯周病学会専門医として，また長
く UCLA 歯周病学講座教員として臨床，教育に従事し，現在サンディエゴで歯周病とインプラ
ント治療に特化した診療をしながら，患者教育，予防，質の高い治療を世界の歯科医師，歯科衛
生士に伝えています．今回，インプラントにおける生物学的合併症に関する新概念と歯周外科治
療の最前線，および米国での歯周治療における歯科医師と歯科衛生士の協働等について２日間に

わたり 3 つのセッションで講演して頂きます．
　特別講演第 2 部では東京大学名誉教授の秋山弘子先生を座長に迎え，超高齢社会における歯科医療の新たな可能性につい
て，臨床の現場からの提言を歯科医師，歯科衛生士から行ってもらいます．
　その他 2 日間にわたり，顎咬合学に関連する補綴，矯正，インプラント，歯周病，歯内療法，咬合育成，デジタル歯科，う蝕学，
訪問歯科等々の各領域に 30 以上のプログラムを用意しております．歯科医療従事者が携わる治療の多くは小児から高齢者
までのどの世代でも咬合の安定，回復，維持を目指すことになります．そのために多彩なプログラムを用意しました．また
昨年に続きパネリストが症例を提示して会場の皆様と共にディスカッションができるパネルディスカッションのプログラム
もあります．展示ホールで行われる本会特有のプログラムであるテーブルクリニックでは，日々の臨床に即したテーマが目
白押しで，演者と直接，質疑応答のやり取りが出来ます．演者の臨床ケースを基に選定する器材・器具やテクニカルワーク
を知れる絶好の機会です．また，予約制ではありますが実習形式のハンズオンをリーズナブルな参加費で受講出来るように
企画しました．今回は外科（切開，縫合），予防充塡，MTM，筋機能矯正がテーマです．認定医の方優先の認定教育セミナー
では歯科医師，歯科技工士，歯科衛生士の各部屋で咬合器使った実習を始め，咬合に関する実習や実技のプレゼンを準備し
ています．　
　2 日間とも賛助会員協賛のランチョンセミナーがありますので昼食時も有効に研鑽の時間として下さい．展示会場では 90
社を超える賛助会員の出展があります．各社の新しい機器や材料等の情報が盛り沢山となっております．フリードリンクの
休憩コーナーも設置しておりますので是非，いらしてください．
　研修医・学生の皆様は無料ですので是非参加して頂き，自分の進路・未来を考える機会として頂ければと思います．
　事前登録が必要ですが今回も参加無料の Exhibition Pass（企業展示ホール入場可能）と Family Pass（発表者・受賞者
の家族限定）という特別参加パスを準備しました．詳細は大会 HP をご覧ください．
　日本顎咬合学会は臨床に携わる歯科医師，歯科技工士，歯科衛生士のための研鑽の場となる大会となることを目的にして
います．学会に参加して臨床力を高めて，来院される患者さんにフィードバックされることを願っています．もう１つ学会
会場はこの研鑽の場だけでなく歯科医療関係者の人と人との繋がりを得る場でもあります．参加して頂ければ必ず何かが得
られると思います．役員，大会事務局一同，皆様の来場を心よりお待ちしております．

プログラムの詳細は「第44回日本顎咬合学会学術大会・総会」特設ページ
にてご覧いただけます！！

URL：https://www.nichigaku.site/programs

check

QR コード
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事前参加登録のご案内
■ 事前参加登録方法 オンラインのみ

■ 決済方法
●クレジット決済・コンビニ決済

・3Dセキュア2.0（本人認証サービス）未対応のカードの場合はご利用いただけません。
・支払期日は登録期日と同日です。コンビニ決済をご希望の方はお早めにご登録ください。
　支払期日を過ぎますと、その登録は無効となります。

■ 事前参加登録期間
早割料金 2025年 12月 1日㊊～2026年 4月15日㊌
通常料金 2026年 4月16日㊍～2026年 5月13日㊌

参加カテゴリー 【早割料金】 【通常料金】

会員
歯科医師 25,000 円（不課税） 27,000 円（不課税）

歯科技工士・歯科衛生士・歯科助手・研究者等 11,000 円（不課税） 12,000 円（不課税）

非会員※ 1
歯科技工士・歯科衛生士 15,400 円（税込） 16,500 円（税込）

歯科助手・研究者等 12,100 円（税込） 13,000 円（税込）

準会員※ 2 臨床研修医・学生 無料

非会員 臨床研修医・学生 無料

賛助会員※ 3 賛助会員企業の皆様 5,000 円（不課税）

早割会員参加登録
QR コード

※1　非会員の参加費には消費税が含まれます。
※2　準会員とは、学生及び臨床研修医及び大学院生（社会人大学院生は除く）を対象とした会員制度です。
※3　賛助会員企業の皆様も学術大会聴講者としてご参加いただけます。

認定研修Ⅰ（歯科技工士向け）
下記のいずれかのプログラムを受講してください。
●プログラム 16　2026 年 6 月 14 日（日）9:15 ～ 12:00【ホール D5】
●プログラム 26　2026 年 6 月 14 日（日）13:30 ～ 16:30【ホール D5】

会場内にて開始時と終了時に出席をとります。遅刻および途中退場は認められ
ませんのでご注意ください。

特別参加枠
Family Pass／Exhibition Pass
登壇者のご家族や会員歯科医師の施設
に所属するスタッフ様向けに、昨年に
続き、Family Pass 、Exhibition Pass
を設けました。
無料でご参加できますので、この機会
にぜひご参加ください。
※入場は一部のエリアに限られております。
　詳しくは学術大会WEBサイトをご参照ください。

Family Pass 対象者：依頼講演登壇者、テーブ
ルクリニック登壇者、会員発表演者、各賞受賞者
のご家族
Exhibition Pass 対象者：会員歯科医師が開業も
しくは勤務する施設に従事する歯科スタッフ

〈注意事項〉 上記の参加カテゴリーに該当しない方は参加できません。また、お支払い後の返金はできませんのでご留意ください。

咬み合わせ指導医・咬み合わせ認定医へのご案内

■ 咬み合わせ認定医を目指す方へのご案内
［条件］日本顎咬合学会会員歴3年以上、 歯科医師免許取得後4年以上、且つ顎咬合学およびこれに関連する領域の歯科臨床に4年

以上従事していること（2022年4月1日時点で歯科医師資格を取得していること）
上記の条件を満たしている方には、12月下旬頃に認定試験（4月に実施予定）に関するご案内を送付いたします。

■ 認定歯科技工士を目指す方へのご案内
［条件］日本顎咬合学会会員歴3年以上、臨床歴4年以上（2022年

4月1日時点で歯科技工士資格を取得していること）
上記の条件を満たしている方は、第44回日本顎咬合学会学術大会・総会
に参加し、「認定研修Ⅰ（歯科技工士向け）」を受講することで、認定
試験（※2027年4月実施予定）の受験資格を得られます。2027年度認
定試験に関するご案内は、2026年12月下旬にお知らせいたします。

■ 認定歯科衛生士を目指す方へのご案内
［条件］日本顎咬合学会会員歴2年以上、臨床歴2年以上（2024年

4月1日時点で歯科衛生士資格を取得していること）
上記の条件を満たしている方は、第44回日本顎咬合学会学術大会・総会
に参加し、「認定研修Ⅰ（歯科衛生士向け）」を受講することで、認定
試験（※2027年4月実施予定）の受験資格を得られます。2027年度認
定試験に関するご案内は、2026年12月下旬にお知らせいたします。

2026 年度認定教育講演
下記のいずれかのプログラムを受講してください。
●プログラム 1　2026 年 6 月 13 日（土）9:40 ～ 11:50【ホール C】

咬み合わせ指導医・咬み合わせ認定医は、認定期間中（5年間※）
に認定教育講演を1回以上受講することが必要です。
※ 2022年7月1日以降の更新時より適用です。
会場内にて開始時と終了時に出席をとります。遅刻および途中退場は認められま
せんのでご注意ください。

認定研修Ⅰ（歯科衛生士向け）
下記のいずれかのプログラムを受講してください。
●プログラム 5 　2026 年 6 月 13 日（土）13:30 ～ 16:30【ホール B5】

サテライト会場【ホール C】　　
⃝プログラム 25　2026 年 6 月 14 日（日）13:30 ～ 16:30【ホール B5】

サテライト会場【ホール C】

会場内にて開始時と終了時に出席をとります。遅刻および途中退場は認められ
ませんのでご注意ください。

咬み合わせ認定医／認定歯科技工士／認定歯科衛生士を目指す方へのご案内
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2025年度 咬み合わせベーシックセミナー
開催・参加登録受付のお知らせ

対 象 者 認定医および認定医を目指す一般会員歯科医師

セミナー概要 【ビデオ講義】（ビデオ講義のみの受講はできません）
【実 習 内 容】

①咬合採得  ②フェイスボウ　③上顎模型マウント
④咬合採得記録トリミング  　⑤下顎模型マウント　⑥咬合診査

認 定 単 位 10 単位、受講証明書の発行 定　員 各地　10 名

受 講 料 33,000 円（税込み） 時　間 10:00 ～ 16:50

2025年度「咬み合わせベーシックセミナー」スケジュール

支部 /開催地 開催日 申込期間

北海道支部
和田精密歯研㈱札幌営業所

2026 年 3 月 15 日（日） （2026 年）　　　　（2026 年）
1 月 5 日 ～ 2 月 28 日

中部支部
愛知学院大学歯科技工専門学校

2026 年 2 月 1 日（日） （2025 年）　　　　（2026 年）
11 月 20 日 ～ 1 月 16 日

近畿・中国・四国支部
新大阪歯科技工士専門学校

2026 年 3 月 1 日（日） （2025 年）　　　　（2026 年）
12 月 20 日 ～ 2 月 16 日

・お申込み完了後、「タイムスケジュール（簡略版）」および「模型作成手順書」をお送りいたします。
・ご自分の上下顎歯列模型を、手順書に則って作成し、セミナー当日、必ずご持参ください。

（模型をお忘れになりますと、実習にはご参加いただけず、単位付与・受講証明書発行もありません）
・参加登録後のキャンセルはお受けいたしかねます。また、ご入金いただきました受講料の返金もいたしかねます。予めご了承ください。
・ご自身所属の支部会場で日程のご都合がつかない方は、他の会場でも受講いただけます。

事前参加登録のみ。
左記のＱＲコード、または、ホームページ「咬み合わせベーシックセミナーの開催・参加登録
受付のお知らせ」よりお申込ください。

参加登録方法

2025年度  第 13回指導医研修会
テーマ 歯科医療のパラダイムシフト ～再生医療、デジタルデンティストリー、歯科におけるＡＩ～

日　時 2026年 2月15日（日）

東京国際フォーラム ホール D5
東京都千代田区丸の内 3 丁目 5 番 1 号会 場

講　師

岩田 隆紀 先生 
東京科学大学 生体支持組織学講座 
歯周病学分野 教授

勝又 明敏 先生 
朝日大学　教授

千葉 豊和 先生 
南 2 条千葉歯科クリニック

（北海道開業 ）

申込締切 2026年 1月23日（金）

対象者 指導医・指導歯科技工士・指導歯科衛生士
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10 月 5 日に関東甲信越支部と近畿・中国・四国支部から始まった 2025 年度の全国 6
支部学術大会も，11 月 30 日の九州・沖縄支部をもって無事に終了いたしました．開催に
あたって大会テーマやプログラムの作成，会場の手配などの準備を進め，当日も滞りなく
大会の運営をしてくださいました支部長，副支部長ならびに支部役員の皆様には心よりお
礼を申し上げます．

今年度の参加者数ですが，6 支部合計の会員参加者数が 854 名，非会員参加者数が 288
名で，合計が 1,142 名となりました（展示等の協賛企業数は 93 社）．

今回，支部委員長として各支部の学術大会を視察してまわったのですが，テーマの選定
やプログラムの内容に各支部の特徴があり，運営に関しても，それぞれの支部に個性のあ

2025 年度 支部学術大会の総括

支部委員長
須呂 剛士

ることがわかりました．他支部の学術大会でもぜひ取り入れたらよさそうだと思われるものにも気づけましたので，それらを
全支部で共有できたらと考えています．もちろん，上手くいかなかったことや改善しなければならない点もあったと思います
ので，それらをしっかり考察し，来年度以降の大会に活かしていきます．

そして，各支部をまわってみて何よりも嬉しかったのが，支部の先生方の本会に対する熱量を実際に感じることができたこ
とです．支部の皆様と顔を突き合わせて話をしていると，支部学術大会をよりよいものにしたい，若い会員をもっと増やして
いきたいという思いがひしひしと伝わってきましたし，それぞれの地域性の中で現状を分析しつつ，どうしたらそれらが達成
できるかの具体的なアイデアをたくさんお持ちであるこもわかりました．

さらに魅力のある支部学術大会を目指して，また，活気のある支部から日顎全体を盛り上げていくために全力で取り組んで
まいりますので，これからの支部活動に，どうぞご期待ください．

最後に，2026 年度支部学術大会の日程も決まり，次の大会に向けての準備が始まっています（表 1）．来年は，東北支部
では山形，中部支部では金沢と，その支部の中心都市とは異なった場所で開催される支部もあり，これまでにない試みや，主
要都市ではない地方の会員の掘り起こしなども積極的に行ってまいります．

ご自身が所属しておられる支部はもちろん，他支部の学術大会にもぜひ参加してみてください．また，これまで足が遠のい
ていた会員の皆様も，今一度，支部学術大会に足を運んでみてください．魅力のあるプログラムを用意してお待ちしております．

表1　2026年度 支部学術大会予定表

開催日 支部 会場

10月 11日（日） 東北 山形テルサ（山形県山形市）

10月 18日（日） 関東甲信越 コングレスクエア日本橋（東京都中央区）

10月 25日（日） 北海道 北海道歯科医師会館（北海道札幌市）予定

11月 15日（日） 近畿・中国・四国 オービックホール（大阪府大阪市）

11月 29日（日） 九州・沖縄 福岡県歯科医師会館（福岡県福岡市）予定

12月 6日（日） 中部 ホテル金沢（石川県金沢市）

2025 年度 支部学術大会報告
2025年度支部大会を終えて、全支部の支部長より報告や次年度支部学術大会に向けての意気
込みをメッセージ動画として、メールマガジンで配信しております。メッセージ動画はホームペー
ジでもご覧いただけます。是非、アクセスして下さい！！

左記のＱＲコードより
アクセスしてください。

HP動画掲載
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テーマ：咬めると食事が楽しくなる！

開催日：2025/10/26
会　場：北海道歯科医師会館

北海道支部

今回の北海道支部学術大会は，前支部長の肝入りの企画を引き継いだ形となりました．同日に九州で日
本口腔インプラント学会があり，市内では歯科材料店の展示会があり，苦戦が予測される中ではありまし
たが，結果として前年にはやや劣るが前年並みの参加者を募ることができ，展示企業数も昨年を超え無事
盛会に終える事が出来た点においては大きな成果と捉えています．要因としては，支部理事の先生方のご
尽力は当然大きく，また名高い講師を招聘したことが，参加者を募ることができた一つのポイントではな
いかと考えています．もう一つは，今回初めて支部の企画で，支部学術大会の案内ちらしを印刷し，様々
なスタディーグループの催事に合わせて募集を募ったところも良かったのかと思います．

大会テーマ，プログラム内容を決めるまで支部役員や担当の先生方とどのような議論をしてきたかや苦
労したことなどテーマに関しては，前支部長の肝入り企画という事で，前支部長に一任した形となりまし
た．プログラム内容に関しては，特別依頼講演の講師をまず 3 名で設定したので，時間配分から残りの
時間を会員発表に当てました．時間的に 4 名の会員発表が可能となり，三位一体を狙って歯科医師 2 名，
歯科衛生士 1 名，歯科技工士 1 名という振り分けをしました．

前日の準備に対応できる支部理事が少なく準備に懸念がありましたが，当日はスムーズな進行が出来たと
評価しています．進行については，特別依頼講演講師の帰路の飛行機の時間もあり，予定より早めに終了す
ることとなりました．ここは参加者に大変申し訳なく計画段階での配慮に改善の余地を残しました．また他
の講師は，飛行機の遅延によって当日中に帰路に辿り着けない結果となりました．受付業務は，事務局や外
部委託のサポートもあり大いに助けられたと感じています．ただ以前から疑問視しているのが，受付担当は
学術大会を聴講できない，しにくい，できても中途半端というところがあり，受付業務の支部理事には，ボ
ランティア精神で尽力してくださっていることに本当に感謝しかありません．休日返上で参加費を支払い，
せっかくの貴重な講演を聴くことができない状況というのは，私も受付業務を数年経験したので同じ思いで
悩んでいた時期があったので，ここの改善を今後も引き続き支部理事と共に考えていきたいと思います．

参加者の減少は，支部長として頭が痛いところです．できればプラスとなって支部学術大会を終えたい
と思いますが，参加者，展示企業の減少を改善できるような打開策を次回大会では講じたいと思います．

皆様ご参加，ご協力いただき心から御礼申し上げます．
報告者：工藤 昌之（北海道支部長）

支部長：工藤 昌之

髙松 尚史 先生

林 揚春 先生 新井 達哉 先生

木村 貞仁 先生 葛西 紀人 先生 上野 美穂 先生 林 俊介 先生
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テーマ：長期予後を見据えた
   包括歯科治療の診査と診断
開催日：2025/11/2
会　場：宮城県歯科医師会館

東北支部

大会長である永田一樹（山形県開業），実行委員長である加藤 浩（宮城県開業）の旗振りの下，
上記日程，場所にて「長期予後を見据えた包括歯科治療の診査と診断」をテーマに掲げ開催
されました．

午前中には会員発表として歯科衛生士 1 演題，歯科技工士 2 演題，歯科医師 3 演題，合
計 6 演題行われました．

午後の歯科医師向け特別講演 1 では菅野博康先生（宮城県開業）より「咬頭嵌合位の安定
を考える」という演題にて咬合の用語からはじまり，咬頭嵌合位の再現方法についてご講演
していただきました．開業 57 年という長年の臨床経験の積み重ねから得られた多くの知見
を沢山の症例とともに解説いただき，機能の長期維持のためにはチンポイント変法やスプリッ
トキャスト法を用いた正確な咬合診査と安定した咬頭嵌合位を獲得することの重要性を説か
れました．長期経過症例がもたらす貴重な知見に触れることができ大きな学びとなりました．

特別講演 2 では町田真吾先生（東京都開業）より「包括歯科治療における長期予後を見据
えた診査と診断－デジタルとアナログの最適活用－」という演題にてご講演をいただきまし
た．演者が唱えるデジタルの優位性を「可視化」，「予測性」，「効率化」の 3 つのキーワード
にまとめお話しいただきました．フェイススキャンと STL データの重ね合わせ，3D プリン
ター，CAD ソフト用いることで有効な診査診断を行い，低侵襲で計画的な治療を効率的に
進めることができた 3 症例について解説いただきました．現時点でデジタルにできないこと
もあり従来法の診査診断，治療計画立案が大前提という認識のもと，デジタルの進化にも乗
り遅れないよう研鑽を積んでいくことの大切さを実感させていただく講演でした．

歯科衛生士向け特別講演では柿沼八重子歯科衛生士 （埼玉県かめだ歯科医院勤務）より「歯
を長持ちさせるセメント質に優しい低侵襲 SRP」という演題にて，歯周病を安定させるため
に歯科衛生士として目指すべきことについて症例を通して解説していただきました．口腔内
写真，デンタルエックス線写真，プロービングデプスなど各種診査結果をどのように治療に
活かすかについてわかりやすく説明していただきました．同じく柿沼歯科衛生士を講師に歯
科衛生士ハンズオンセミナーを実施しました．学んだことをすぐに患者さんに還元できる内
容となっており参加者からは好評をいただきました．

報告者：齋藤 太紀（東北支部）

支部長：永田 一樹

菅野 博康 先生

町田 真吾 先生

柿沼 八重子 先生

齋藤 友里奈 先生 江間 大輔 先生 菅野 雅人 先生 笹間 真理子 先生 関口 静里奈 先生

小村 圭介 先生
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テーマ：さあ 歯科臨床の面白い時代が
      やってきた！
開催日：2025/10/5
会　場：コングレスクエア日本橋

関東甲信越支部

昨年，若手に人気の演者に登壇していただいたことで久しぶりに若手の参加者が増えました．
今回はそれを踏襲しながらレジェンドの先生にもご登壇していただき，さらにプログラムの厚
みを増すように考えました．また，毎年歯科技工士の参加者がかなり少ないため，歯科技工士
セッションを作り，歯科技工士の参加者を増やす試みを行いました．

大会テーマやプログラムは実行委員で集まり大きな幹としての方向性を決め，後は WEB 上
で色々と意見を出し合いました．

参加者増も大きな目的ですが，それだけでなく，「参加して勉強になった」「明日からの臨床
に役立つ」と思われるプログラム作りを畑中大会長と谷本実行委員長が先導し行いました．

宣伝広告に関して，フェイスブックは私を含め年配者しか見ないので，インスタグラムや X
を用いて新たな参加者を増やす試みを考えました．

事前登録は昨年と比べるとやや少ないぐらいでしたが，当日参加がかなり多かったため，受
付が間に合わず開始時間を少し遅らせることになりました．大きな反省点の一つです．

毎年のことですが，部屋の温度が暑い寒いとのクレームがありました．暑いのはどうしよう
もありませんが，寒いのは上着を持ってきていただければクリアできるため，事前にインフォ
メーションをしっかり行わなければいけません．

参加者は昨年度よりも増加し，会場も立ち見が出ない程度に埋まり宣伝広告に協力していた
だいた実行委員，支部理事の皆様に感謝します．

受付について，来年までは支部長のスタッフが主に受付を担当しているため，当日参加への
対応をシミュレーションすることと，受付スタッフの増員も検討しています．

また，事前登録を促す必要があると考え，当日参加は登録に時間がかかるとのインフォメー
ションを HP やちらしに掲載しようと思います．

来年度は谷本大会長，雨森実行委員長のもと，すでにプログラム委員会が開催され素晴らし
い演者に登壇していただけることが決まっています．歯科技工士セッションも継続して，さら
なる歯科技工士の参加者を募りたいと思ます．

支部長としてのラストイヤーなので，さらに多くの方々に参加いただけるように頑張ります．

報告者：吉田 拓志（関東甲信越支部長）

支部長：吉田 拓志

矢野 圭介 先生

杉田 龍士郎 先生

清水 清恵 先生
藤田 由衣奈 先生

山口 千緒里 先生

小宮山 彌太郎 先生

中村 瑛史 先生

神山 大地 先生

上原 芳樹 先生

長谷川 篤史 先生

椛沢 岳芳 先生 安部 貴之 先生 小西 浩介 先生

髙瀬 直 先生
奈良 嘉峰 先生

寺尾 豊 先生

生井 裕紀 先生
久保寺 理人 先生

田中 雅 先生
森井 浩太 先生

成 仁鶴 先生

望月 力 先生

小川 大輔 先生
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テーマ：本質を見据えた歯科臨床

開催日：2025/11/9
会　場：TKP ガーデンシティ PREMIUM 名古屋ルーセントタワー

中部支部

中部支部学術大会では，午前は会員発表を 1 会場で，午後は依頼講演 2 題を 2 会場で，というプ
ログラム構成がここ数年の通例となっています．この理由として，午後の講演に関しては，歯周・
歯周病部門と補綴・咬合部門とに分け，歯科医師のみならず，歯科技工士や歯科衛生士にも興味を持っ
てより多く参加していただきたいという意図で会場を 2 つに分けています．

一方で午前中の会員発表に 1 会場というのは，演者に参加者全員の前で最高のパフォーマンスし
てもらいたいということと，参加者全員で聴講しようという意図があるからです．やはり会員発表
あっての学術大会ではないでしょうか．そして演者を偏らせないよう，東海地区，静岡地区，北陸
地区と毎年バランスよくラインナップして，それぞれの地域ごとに参加意識と活性化が図れるよう
に取り組んでいることは，中部支部の特徴ではないかと思っています．

今回の大会テーマ「本質を見据えた歯科臨床」は僭越ながら支部長の私が提案させていただきま
した．新しいアイテムやシステムが日進月歩の勢いで現れ，そして変化していく中で，常に歯科臨
床の本質を見失わず傍に置き，その上で必要なものを積極的に取り入れていく姿勢が大切なのでは
ないかと，常々思っていましたので今回テーマとさせていただきました．まずは実行委員長の林尚
史先生と事前にタイムスケジュールや講師の選定など話し合って，執行部へ，そして支部理事会へ
と臨み，承認を得ながら順調に進めていくことができました．

大会当日は，あいにくの天気だったにもかかわらず，127 名の参加者となったことは嬉しい限り
でした．会員発表は 5 題ありましたが，そのうち 3 題は「歯牙移植」と同じテーマで，合わせてディ
スカッションという形式をとったことで，なお盛り上がった気がします．また依頼講演におきまし
ても，今回のテーマに最適な講師を招聘できたのではないかと自負しています．

昨今，大会の会場確保が難しく，3 年連続別会場での開催となってしまいましたので，運営にあ
たり不慣れな部分もいくつか出てしまいました．今後は “ お馴染み ” の会場を見つけ出すことが目
下の課題だと考えています．来年の支部学術大会は，名古屋圏から離れ，初めて北陸金沢のホテル
金沢で開催されることが決定しています．また会場が変わりますが，ここは北陸地区認定教育研修
会で常に使用させてもらって使い慣れた会場ですので，問題はないと安心しています．次のテーマ
は「歯科臨床はチーム医療（案）」として，会員発表でコラボ企画など，現在新しい試みを思案中で
す．ぜひご期待ください！

報告者：川上 清志（中部支部長）

支部長：川上 清志

熊谷 真一 先生

濱本 瑠美 先生

築山 鉄平 先生

三輪田 衛 先生

篠島 一将 先生

田中 亮次 先生

藤井 元宏 先生

阿部 公成 先生

田中 翔 先生

白石 大祐 先生
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テーマ：ニチガク行コウゼ！ 
   ～臨床の本質を探る～
開催日：2025/10/5
会　場：オービックホール

近畿・中国・四国支部

今回は学術大会のテーマを「ニチガク行こうぜ！　臨床の本質を探る」としました．そもそもニチガクっ
てどんな学会って聞かれた時に顎咬合学という，言葉の定義づけを行うことも大事ですが，それよりも
仲間や，スタッフと共に気軽に「ニチガク行こうぜ」と言葉をかけ合いながら，共に学ぶことがこの学
会の本質と考え，「学術大会に参加したら診療が変わった」，「楽しかった」というようなプログラムを提
供できるようにしました．

早期の段階で演者や会員発表者が決定したので，開催日が 10 月 5 日と例年に比べ早かった割にスムー
ズに準備が行えました．一方，プログラムの内容を充実させるために，歯科技工士単独でのプログラム
とランチョンセミナーを準備しましたが，運営上での時間の配分の調整がタイトになってしまいました．
来年度以降のさらなるプログラムの拡充のための良い経験ととらえ，今後活かしていければと考えてい
ます．

午前中 5 名の会員発表と歯科衛生士向けのプログラムとして林美穂先生と歯科衛生士の藤本和泉さん，
午後から高垣智博先生と歯科技工士向けのプログラムで歯科技工士の藤本光治さんにそれぞれ講演して
いただきました．

会員発表は来年の若手登竜門の選考も兼ねており，それぞれ非常にレベルの高いフルマウスのケース
で甲乙つけ難いものでしたが，今回は前沢宙先生が近畿・中国・四国支部の代表に決定しました．

林美穂先生と藤本和泉さんの講演は私のクリニックのスタッフも聴講させていただきましたが，長期
症例を通して患者さんとの向き合い方や，診療に臨む姿勢等，とても勉強になったと喜んでいました．

高垣智博先生の講演は，日々の接着についてわかりやすく整理されたお話しで，ジルコニアくっつく，
くっつかない論争に終止符を打つ内容で他支部でもぜひお話していただきたい内容でした．

また，藤本光治先生からはサブジンジバルカントゥアーの形態とティッシュサポート，またその形態
をいかに診療室とラボサイドで連携するか等について講演いただきました．

どのプログラムも非常に学びの深い講演内容で聴講されていた方々も皆さん真剣な眼差しでメモを
とっていた姿が印象的でした．

2026 年度の支部学術大会の日程は 11 月 15 日に決定しています．今年度以上に盛り上がるように大
会長をはじめ支部一丸となって運営できればと思っています．

近畿・中国・四国支部長　宇根岡 大典

支部長：宇根岡 大典

林 美穂 先生 藤本 和泉 先生

藤本 光治 先生

高垣 智博 先生

木村 英訓 先生 西田 耕介 先生 仮屋 隼一 先生

尾﨑 大祥 先生 前沢 宙 先生
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テーマ：今、求められる歯科医療 2025

開催日：2025/11/30
会　場：福岡県歯科医師会館

九州・沖縄支部

今回の九州・沖縄支部学術大会では，九州で活躍されている歯科医師・歯科技工士・歯科衛生士にス
ポットを当てて演者を選出し，九州・沖縄の歯科医療関係者の医療レベルの高さを再認識，そしてそれ
を周知することを意識しました．また，支部会員からなるべく多く登壇して頂くことで，支部内の活性
化を考えて行いました．

現在の歯科医療には多様性が求められていることを日々感じているため，プログラム内容も多様にす
ることを心がけ，多くの方にとって興味深い 1 日となるよう考えました．開催に向けて支部会員 16 名
による準備委員会を立ち上げ準備しました．ただ，それぞれのメンバーが仕事や歯科医師会，スタディー
グループでの活動も抱えているため非常に多忙であり，頻繁に WEB 会議を行うことは難しく，行う場
合も全員が揃うことは困難であったため苦労しました．そのため今年はその点を補うためにLineグルー
プを活用することにしました．WEB 会議に比べ，LINE を用いることでリアルタイムの情報や意見の
交換をすることができ，遅延のない報連相を行いながら準備を進めることができました．

当日も実行委員 LINE グループ内でやり取りを行いながら進行しました．そのため人手が足りない部
屋や，足りない物などがあればリアルタイムで伝えることができ，持ち場を離れることができないメン
バーでも状況を把握することができ，大きな問題なく終えることができました．

幸いなことに今回の九州・沖縄支部学術大会も参加した方たちからは非常に好評を得ることができま
した．しかし，支部の会員数からすると参加者はまだまだ少なく，もっと多くの方に参加して頂けるよ
うに大会内容やテーマを検討したいと思います．また，歯科技工士・歯科衛生士会員数の増加を目指す
べく，各職種にとって魅力的な内容となるよう理事会や準備委員会が一丸となって次回大会への準備を
進めたいと思います．

九州・沖縄支部長　鈴木 宏樹

支部長：鈴木 宏樹

渡邉 祐康 先生

大串 奈津貴 先生

平井 友成 先生

中野 進也 先生

吉岡 和彦 先生

松村 香織 先生 柴原 由美子 先生

中島 圭治 先生 廣末 将士 先生 吉村 聡美 先生

中尾 祐 先生

中原 浩介 先生

梶川 聖太 先生 今橋 和宏 先生

古賀 智也 先生



THE ACADEMY OF CLINICAL DENTISTRY

Newsletter 97

従来より日本顎咬合学会は日本国内の歯科医師が最も多く所属する学会として活発な活動を展開してきました．そして学会

が発行する本誌「咬み合わせの科学」においても多数の優秀な論文が掲載されてきました．今後，さらに学会が発展していく

ためには，会員の国際的な発表の場が必要と考えられます．

しかし，国際論文への投稿や国際学会での発表については語学の問題などがあり，少々敷居が高く感じるかもしれません．

今回，当学会と提携することになった International Academy of Contemporary Dentistry（以下 iACD）では，2020年から

オンラインジャーナルである “Journal of Interdisciplinary Clinical Dentistry” を年に２回発行していますが，この専門誌は英

文のみならず，日本語，スペイン語，中国語にも翻訳され複数言語で公開される世界初のジャーナルです．

そして，iACDとの提携事業の中で，日本顎咬合学会会員の投稿論文年間 2編の査読，翻訳，掲載が，投稿者の金銭的な負

担なしに行われることが決定しました．いわば日本顎咬合学会の「第二の論文誌」とも言える位置づけとなります．内容は主

に原著論文ですが症例報告や総説も，今後受け付ける準備があるとのことなので，国際論文として発表できるクオリティの論

文を是非とも投稿していただきたいと思います．

このジャーナルへの投稿の窓口は編集委員会となりますので，当面はこちらで審査をした後に投稿という形になりますが，

ご興味のある方は是非ご連絡ください．

特定非営利活動法人 日本顎咬合学会
編集委員会 委員長　関野 愉

日本顎咬合学会の国外に向けた「第二の論文誌」
“Journal of Interdisciplinary Clinical Dentistry”

■ 編集委員会からのお知らせ

日本顎咬合学会の国外に向けた「第二の論文誌」
“Journal of Interdisciplinary Clinical Dentistry”
簡単な登録で，日本語を含めた 4 カ国語（英語，中国語，スペイン語）に翻訳
された論文を閲覧できます．

1

Journal of Interdisciplinary Clinical Dentistry Feb.25.2021,(5)3

I. Introduction

  Cleidocranial dysplasia (CCD) is an autosomal dominant heritable skeletal disease, the responsible gene of which is 
RUNX2.  20~40% appear to represent novel mutations without family history.1-3  While detailed information on the 
patient’s family history is unavailable, no abnormalities were observed in the patient’s parents and siblings, which raises 
the possibility of a novel mutation.  CCD is a rare disease which is said to affect one in a million people worldwide4,5, 
resulting in significantly varied symptoms from case to case4,6, with a high number of case reports.  The predominant 
symptoms of CCD are aplasia, partial aplasia or hypoplasia of the clavicle, delayed ossification of the cranium and failed 
closure of the anterior fontanel, the first case of which was reported by Martin in 1765.7  Marie and Sainton thereafter 
reported on the combination of unilateral or bilateral aplasia or hypoplasia of the clavicle, increased transverse diameter 
of the cranium, delayed ossification of the anterior fontanel, coined the term “cleidocranial dysostosis” to describe this 
grouping of syndromes, and thus the concept of this disease was established.8  Additionally, systemic syndromes are 
characterized by delayed ossification of carpal bones, short stature, scoliosis of the spine among other things.  Moreover, 
mandibular protrusion (anterior crossbite), frontal bossing, flat mandibular plane angle, wide nasal bridge, prolonged 
retention of deciduous teeth, slow eruption of and impacted permanent teeth, impacted supernumerary teeth among 
other things are known to occur in the facial area.9~15  It is said that impacted teeth are observed in 90% or more of the 
patients16-18, leading to increased opportunity to visit dentists, owing to the high frequency of occurrence.    

  Various reports on dental treatments exist, many of which are solely follow-up reports.19-21  Owing to a large number of 
cases involving impacted teeth, orthodontic traction treatment has been offered as the primary treatment22,23, although 
prosthodontic treatment for missing teeth is occasionally performed without traction and with extraction by use of 
dentures and implants among other things.24-26  Additionally, reports have been made on the necessity to perform full-
mouth prosthetic treatment after traction is applied27 or cases in which orthodontic surgery on skeletal anterior crossbite 
was performed.28-30  In any case, dental treatment of CCD patients requires a multidisciplinary approach that combines 
multiple treatment disciplines.31-34 Here is a report on a case describing the experience of performing minimally invasive 

Case Report

Minimally invasive occlusal reconstruction by teeth traction and 
non-surgical orthodontic treatment for skeletal class III malocclusion 
in Cleidocranial Dysostosis patient with 23 impacted teeth: A case report

Takashi WATANABE  

The Academy of Clinical Dentistry (Japan)

Abstract
Cleidocranial dysplasia is a rare autosomal dominant heritable skeletal disease. The predominant symptoms are aplasia of 
the clavicle and delayed ossification of the cranium, which is additionally in many cases associated with misalignment of 
teeth, and is characterized by mandibular protrusion, impacted, and delayed eruption of permanent teeth, and impacted 
supernumerary teeth among other things.  In this case report, 17 permanent teeth and 6 supernumerary teeth were 
impacted, and anterior crossbite was observed.  Traction of 16 permanent teeth was successfully performed, anterior 
crossbite was corrected, and desirable results were attained by orthodontic treatment in both, aesthetics, and function.  
Orthodontic traction of impacted teeth may be performed in cleidocranial dysplasia cases.  Treatment priority should be 
assigned to orthodontic treatment and treatment should begin at the earliest possible timing when root formation of 
impacted teeth is incomplete.  This will enable minimally invasive occlusal reconstruction with minimal orthodontic 
intervention.

Key words：Cleidocranial dysostosis，prolonged retention of deciduous tooth/teeth, impacted supernumerary tooth/teeth， skeletal 
class III，fenestration-traction of impacted tooth/teeth, apically positioned flap surgery, minimally invasive treatment, occlusal 
reconstruction 

Journal of Interdisciplinary Clinical Dentistry の
論文閲覧について

Journal of Interdisciplinary Clinical Dentistry に掲載の論
文を閲覧するには登録が必要です．
学会ホームページの【発行物】→【国外に向けた「第二の論
文誌」】と進み，【登録画面はこちら】より Register ページ
へアクセスし，Profile と Login（e-mail と password ）の
登録を行ってください．

▼ 登録ページアドレス・QR コード ▼
https://jicd-journal.com/Forms/Register日本顎咬合学会員からの最初の投稿論文となった渡辺

隆史先生（第 12 代理事長）論文「23 本の埋伏歯を
伴う骨格性Ⅲ級の鎖骨頭蓋異骨症患者に対して，歯の
牽引と非外科的矯正治療により低侵襲な咬合再建を行
なった一例」が，Journal of Interdisciplinary Clinical 
Dentistry Vol 2 No1（2021）に掲載されました．

＜お問い合わせ＞
メディアセンター　Email：kimura@ago.ac
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補綴歯科専門医について
一般社団法人日本歯科専門医機構認定

2023年5月24日に一般社団法人日本歯科専門医機構で、特定非営利活動法人日本顎咬合学会と公益社団
法人日本補綴歯科学会が共同で運用する「補綴歯科専門医」が認定されました。これにより本学会の会員は、
広告可能な専門医資格である「補綴歯科専門医」の資格を取得することができるようになりました。
「補綴歯科専門医」を取得するためには、以下の条件をクリアする必要があります。

これらの 5つの条件をクリアし、両学会が運用する委員会での審査と日本歯科専門医機構の運用審査を経て、
「補綴歯科専門医」の資格を取得することができます。

補綴歯科専門医制度については、日本顎咬合学会のホームページでご確認いただけます

公益社団法人日本補綴歯科学会

研修機関（大学）の研修歴５年以上
規定研修単位※の取得

　 ※ 研修単位は、日本顎咬合学会や日本補綴歯科学会の学術大会や研修会への参加、
　　  両学会での発表や論文投稿、 共通研修の履修などで取得できます。

補綴歯科専門医筆記試験の合格
学術大会での症例報告（ケースプレゼンテーション）、口頭試問
学会誌への論文投稿

一般社団法人日本歯科専門医機構

〒102-0093　東京都千代田区平河町 1-8-2　山京半蔵門パレス 201
TEL：03-6683-2069　FAX：03-6691-0261

特定非営利活動法人  日本顎咬合学会

補綴歯科専門医に
ついての詳細は

当学会のホームページを
ご覧ください
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Informations

WEB会員システムに関する大切なお知らせ
2022 年より新しい会員システムを導入しました。今後は、住所・連
絡先などの登録情報の確認・修正、認定資格・単位取得状況確認だけ
ではなく、学術大会等の研修会の申込を web 上のマイページにて行っ
ていただけます。大会の参加登録にはマイページへのログインが必要
となります。必ず一度ログインし、情報の更新にご協力いただけます
ようよろしくお願いいたします。 ＱＲコードから会員ログイン

ページにアクセスが可能です。

特定非営利活動法人　日本顎咬合学会　News Letter 97
発行日：2025年 12月 25日
発行者：金沢紘史
特定非営利活動法人　日本顎咬合学会
〒102-0093　東京都千代田区平河町1-8-2　山京半蔵門パレス201
TEL：03-6683-2069　FAX：03-6691-0261　E-mail：nichigaku@ago.ac
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表紙絵 小林真理江
Kobayashi Marie

小林真理江ホームページ
https://kobayashimarie.com/ 

「ホームページ閲覧数を増やすための継続可能なコンテツ作成」
アンケートにご協力下さい

現在、会員向けホームページは、主に学術大会や支部大会などの参加申込や問い合わせ、諸手
続などとなっており、定期的に閲覧することはないと考えます。そこで広報委員会では頻繁に
ホームページに訪れていただくため、コンテンツ（文章、画像、動画など）を定期的にアップ
していきたいと考えています。どんなコンテンツが良いかご意見をいただければと思います。

左記のＱＲコードより
ご入力ください。

入力フォーム

2025年度 認定医教育研修会【WEB開催】

「咬合挙上における注意点」
― 何を基準に挙上量を決定したら良いのか？―

申込締切： 1月 12日（月）

渡辺 隆史 先生（福島県開業）講 師

2026年 1月 26日（月）～ 2月 1日（日）配信期間
詳細はホームページ
にてご確認下さい。




